
公益財団法人日米教育交流振興財団

2021年度事業報告書

（2021年4月1日～2022年3月31日）

Ⅰ 事業実績

1. 奨学金支給と援助事業

（1） 財団奨学金支給

  財団は毎年度、日米のフルブライト留学生にそれぞれ数名ずつ奨学金を支給しているが、2021

年度は米国人留学生については 2 年連続で支給ゼロとなった。新型コロナの影響で長期中断し

ていた米国人留学生の来日が年度中に徐々に再開したが、財団奨学金の支給対象は留学 2 年目

（留学延長希望者）であるため、対象となる米国人留学生はいなかった。これに伴い、日本人

大学院留学生への奨学金を当初予定（6 名）より 2 名増員し、2021 年度財団奨学生として 8 名

に支給した。

（2）フルブライト・三木谷記念奨学金

財団は楽天グループ株式会社代表取締役会長兼社長の三木谷浩史氏より 2020 年度から 3年

間に亘り年 3,000 万円、合計 9,000 万円の寄付の申し出を受けているが、初年度分の 3,000

万円については全額、財団の審査委員会が選出した 5名の 2021 年度日本人フルブライト大学

院留学生に、日米教育委員会を通じてフルブライト・三木谷記念奨学金として支給した。

（3） 2021 年度の奨学金支払総額は 42,600,000 円であった。（日本人奨学生分 42,600,000 円（含

む日米教育委員会宛て三木谷基金拠出）、米国人奨学生分 0円）

（4） 航空券支給

全日本空輸株式会社から米国人フルブライト留学生の来日用に航空券の現物寄付を受領、

2021 年度は 10 片道分、総額 6,162,150 円相当を支給した。

（5） 奨学生審査

2021 年度米国人財団奨学生審査

新型コロナによる米国人留学生の来日の遅れに伴い、受給資格を有する候補者が不在とな

り、例年 5～6月に行っている審査は見送りとした。

2021 年度フルブライト・三木谷記念奨学生審査

  財団の審査委員は 2021 年 5～6月、日米教育委員会からの推薦に基づき、2021 年度フルブ

ライト・三木谷記念奨学生の候補者の書面審査を行なった。2021 年 6 月 8日に審査委員長・

理事長・副理事長が審査委員の審査結果を踏まえて審議し、5 名の日本人大学院留学生を三

木谷記念奨学生として選出した。



2022 年度日本人財団奨学生審査

財団は 2021 年 9 月に 2022 年度日本人財団奨学生の募集要項を発表し、2022 年 2 月 12 日

を締切日として、留学 2～4年目の日本人フルブライト大学院留学生を対象に直接募集を行っ

た。その後、財団の審査委員が申請書類の書面審査を行った。2022 年 3 月 17 日に審査委員

長・理事長・副理事長が審査委員の審査結果を踏まえて審議し、8 名の日本人財団奨学生を

選出した。

2. 募金活動

（1)募金活動

奨学金原資増強のため、引き続きフルブライト同窓生を中心とする個人および企業・団体へ

の寄付の働きかけに取り組んだ。

年度後半からは 2022 年にフルブライト留学制度が発足 70 周年を迎えるのを記念して、フル

ブライト・プログラム 70 周年記念（A70）募金を開始した。同窓生有志による募金実行委員会

を組織、2023 年 3 月末までを募金期間とし、個人、企業・団体募金合わせて総額 1億円を目標

に活動中である。

  

A70 募金実行委員会の開催記録

第 1 回 2021 年 10 月 18 日 ZOOM にて

第 2 回 2021 年 12 月 14 日 ZOOM にて

第 3 回 2022 年 3 月 8 日 ZOOM にて

2021 年度の受取寄付金総額は、A70 募金の初年度分 17,143,000 円を含め、93,356,000 円で

あった。（個人 68,236,000 円、企業・団体 25,120,000 円）

3. セミナー事業

フルブライト日本同窓会との共催で、フルブライト同窓生を中心とする各分野の専門家を講師に

招き、年数回、公開セミナーを行っており、2021 年度は以下の通り開催した。

2021 年 8月～12 月 YouTube で配信

「フルブライト留学と私の演奏家人生」 堤 剛氏（チェリスト・サントリーホール館長）

   2021 年 10 月 22 日 オンライン（ZOOM）

「ジャズ－シグニファイイングの芸術」

          椿 清文氏（財団副理事長・津田塾大学名誉教授）

   2022 年 1 月 26 日 オンライン（ZOOM）

「アメリカ海兵隊の任務の変容－独立戦争から戦略的競争まで－」

阿部 亮子氏（日本学術振興会特別研究員）

候補者数 選出人数

2022 年度日本人財団奨学生 11 名 8名



   2022 年度にフルブライト・プログラム 70 周年を記念した式典、シンポジウム等を実施するこ

とについて、フルブライト日本同窓会、日米教育委員会と共同で検討を進めた。

Ⅱ 会議に関する事項

1. 評議員会

開催年月日 審議事項 会議の結果

2021年6月14日

2021年度定時評議員会

第 1 号議案 2020 年度決算書類（2020年 4 月 1日～2021

年 3 月 31 日）の承認の件

可決された

2022年3月25日

2021年度臨時評議員会

第 1 号議案  2022 年度事業計画書・収支予算書・資金調

達及び設備投資の見込みを記載した書類の承認の件

可決された

2. 理事会

開催年月日 審議事項 会議の結果

2021年5月24日

2021年度第1回理事会

第 1 号議案 2020 年度事業報告（2020 年 4 月 1 日～2021 年  

3 月 31 日）の承認の件

第 2 号議案 2020 年度決算書類（2020 年 4 月 1 日～2021 年  

3 月 31 日）の承認の件

第 3 号議案 2021 年度定時評議員会開催の件

可決された

可決された

可決された

2022年3月2日

2021年度第2回理事会

第 1 号議案 2021 年度臨時評議員会開催の件（書面決議） 可決された

2022年3月25日

2021年度第3回理事会

第 1 号議案  2022 年度事業計画書・収支予算書・資金調達及び

設備投資の見込みを記載した書類の承認の件

可決された

以 上


